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【は じめ に】

　神 奈川 県鎌倉市 に所在 す る 由比 ヶ 浜 は鎌倉 の 町 の 前 面 に広 が る 浜 で 、前浜 ま た は 由比 ヶ 浜

（あ る い は 由比 ヶ 浦 ・由比 の 浦） とい われ た地 域で あ り 、
「新編 相模国風土 記稿」 に よれ ば 、

由比 の 浦は、中世以前か ら生活 空 間と して の 性格 と同時に別 の 性格、例 え ば死 者を捨て る空

間 の よ うな性格 も併せ 持 っ て い た と考え られ る 。 例 え ば、文治 二 年 （1186＞に は 静御前 の 産

出 した 男子を 由比 の 浦に捨て る と い う記 述が され て お り、建 暦三 年 （1213）の 和 田合戦で は 、

由比 の 浦 に首 を取 り集 め て 首実見を行 な っ た、とい う記述が され て い る 。

　鎌 倉で は過去 に い くつ か の 集積埋 葬遺構 が発見 され て い る。最 も規模が 大きい の は、昭和

28 年に東 京大学理 学部人類 学教室 を中 と し た グル ープ が 由比 ガ浜 の 鎌 倉簡易裁 判所 の 敷地

辺 りで調査 した遺構群 で ある （図 1 の 番号 12）。こ の 調 査で は 556体 の 人 骨が発 見 された と

報告 され て い る （鈴木 ほ か
，
1956）。そ の 他 、特殊養護老 人 ホ ーム 鎌 倉静養館建 設 予定地 な ど、

由比 ヶ 浜
一

帯か らは多量 の 人 間や 動物 の 遺骸 が発 見 されて い る。鎌倉旧市街以外 で も 、 極楽

寺 の 切 り通 しを越 えた外 に位 置す る稲村ケ 崎で集積埋 葬遺構 が 見 つ か っ て お り、人骨 が約千

体発 見 されて い る 。 稲村 ヶ崎は 元弘三年 に新田義貞が鎌倉を攻 め た ときの 激戦 地 と し て 知 ら

れ て い る。鎌倉簡易裁判所や稲村 ヶ崎の 人骨 を調 査 した 結果、こ れ らの 骨 は刀 の 切 り傷や鏃

が刺 さっ た頭 蓋骨が あ る こ と等 か ら、元弘三 年 （1333）の 鎌 倉攻 めの 合戦 の 死者 を埋 めた も

の で ある と推察 され て い る （鈴木 ほか
，
1956）。

　 これ ら の 発掘調査 に よ り 、 鎌倉時代の 中期頃、由比 ヶ 浜は 集団墓地 で あ り、大量 の 死 者が

埋 葬 された と い うこ と、後か らそ の 地 に住み着い た 人が 人骨 を掘 り返 した形 跡が あ り、その

際頭蓋 骨だ け は供養 した こ と などが 明 らか に な りっ つ あ る。人骨の 埋 葬形 態は 単体埋 葬、集

積 埋 葬 （骨格状況が 異な る遺体や獣骨等 を乱雑 に埋 葬）、 頭蓋 埋 葬な ど 、 遺跡間 で 異 な っ て お

り、また 同
一

遺跡内の 各墓坑内間に お い て も異な っ て い る こ とか ら、身分 の 差に よる埋 葬状
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嶽
鎌倉市 由比 ケ 浜

　　 図 1　 由比 ヶ 浜地域の 遺跡 （由比 ヶ 浜南遺跡発 掘調 査報告書 （2002）よ り引用 ）

の 違い 、疫病や災害に よ る大量死 と 自然死 の 違い な ど か 指 摘 されて い る 。
こ の 埋 葬形態 の 違

い を明 らか にす るた め には 、骨 の 形態研究 ，分子 生物 字的研 究に加 えて 、 骨の 正 確 な年代や

化 学的特徴 を明 らか にする こ とか 必 要 て ある。本研究 に お い て は 、 由比 ヶ 浜 南遺跡 、 中世集

団墓地 遺跡の 2 つ の 遺跡か ら出土 した 人骨 （それぞれ 5 試桝 と 10 試 料、い ずれ も肋骨H ）、

獣 骨か らセ ラチ ン成分 を抽出 し、
14C

年代 、炭素 ・窒素 同位体比 を測定 し、両者 の 人骨 に年代、

食性 に違 い か み られ るか 、両遺跡 に埋葬 され て い る人骨 は鎌倉攻 め の 合 戦の 死者 で ある の か

と うか を調 へ るこ とを第 正の 目的 とした。

　近年 、 遺跡 か ら出土 された人骨 の Sr同位体 比 を測 定 し 、 そ の 遺跡 に埋 葬 され て い る人 か と

こ か ら来 たか を推定す る研究が 盛ん に行 われ つ つ ある。土壌や 土壌 中の 水の Sr 同位 体比 は花
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崗岩 質や 玄武岩質 とい っ た地質 の 違 い や地質 の 年代 に よっ て異 な り、ある土壌、水 で 生 育し

た植物組織 内の Sr同位 体比 はその 土地の 地質情報 を反映 し、さ らに そ の 植物を食 した 動物や

人間の 組織内 の Sr 同位体 比 もその 地質情報を反映す る。骨 の 硬組織 ヒ ドロ キ シ ア パ タイ ト中

に は、こ の よ うに食物由来 の Srが Ca と置換して 入 っ て い る が、それ 以外 に、続成作用 に よ

り骨に混入 し て きた Sr も含まれ て い る。こ れ ま で の 研 究で 、食物 由来 の Sr は骨中に残存 し

て お り、骨に適当な化学処理 を施す こ とに よ り食物 由来 の Sr を抽 出す るこ とが 可能 と い う考

え （例 えば Grupe　et　at．，1999 な ど） と、骨 中 の Sr はほ とん どが続 成作 用に よ り混入 した もの

で ある とい う考 え （例え ば Hom 　and 　MUIIer−Sohnius，1999 な ど）が出 され て い る。本研究 で は 、

鎌倉市の 由比 ヶ 浜南遺跡 、中世集団墓地 遺跡 か ら出土 した人 骨 の Sr 同位体比を予備的 に測 定

し、骨 の Sr 同位体比 か ら鎌倉由比 ヶ 浜地 域に埋葬 され て い る入 た ちの 移動 に 関する情報 を得

る こ とが で きるか を調 べ る こ とを第 2 の 目的と した。

【分析試料】

　分析 に使用 した化石 骨試料 は 由比 ヶ 浜 南遺跡 の 単体埋 葬墓 と人骨獣骨集積墓 か ら出土 した

人骨 と獣骨 、中世 集団墓地遺跡 の 全身集積埋葬墓 か ら出土 し た 人骨 で ある。由比 ヶ 浜南遺跡

は 、滑川河 口部西岸 、 鎌 倉市 由比 ヶ 浜 4−1101−2 に 位置す る。鎌倉市海 浜公 園の 地 下に駐車場

を建設す る際に発掘 され た 遺跡 で あ り、由比 ヶ浜海 岸 に隣接 して い る （図 1）。 1995 年 か ら

1997 年 に か けて 鎌倉市由比 ヶ浜 南遺跡発 掘調査 団に よ り調査 が行 われ 、667 体が 単体埋 葬墓

か ら、3108 体が集積埋 葬墓 か ら出土 した 。 分析 に使 用 し た試料 は単体埋葬 墓か ら出土 した人

骨 （315 号人骨）、お よび 人骨獣骨混合埋 葬墓か ら出土 した人骨 と獣骨で ある。単体埋 葬墓人

骨 は 、亡 くな っ た後す ぐに 、 も し くは散乱 しな い うちに埋葬 され た と考 え られ て い る。男女

比 は 1 ： 1 、成人 と未 成年 の 比 率 は 2 ： 1 、高齢 者 の 骨 も存在 し 、当時 の 人 口 構成 をある程

度反 映 し て い る と考 え られ る 。

　一
方、中世集団墓 地遺跡 は河 口 の 北西部、鎌倉市 由比 ヶ 浜 1015−23 に位 置 し、共 同住宅建

設 に伴 っ て発掘され た遺跡 で ある。近隣 に は 材木座 遺跡が あ る。2000 年か ら 2001 年 に か け

て 由比 ヶ 浜 中世集団墓地遺跡発掘調査 団に よ っ て 調査 が 行わ れ、592 体 の 人骨 が 出土 して い

る。分析 に使用 した 試料は全身集積墓 か ら出土 し た 人骨 （1、3、4、6、7 号集積人骨）で あ

る。全身集積墓 は墓構 に複数 の 人骨が折 り重 な っ て お り、亡 くな っ た後 に骨 に なるま で 放置

された 可 能性が あ る 。 男女比 は 2 ： 1 、成人 と未成年 の 比 率は 5 ： 1 で あ り、成人男子の 占

め る割合 が 大 きく 、 高齢者 の 骨は ほ とん ど含まれ ない 。

【実験方法 】

骨 試料の 表面 の 汚れ を ドリル で 除去 した後 、超 純水 中で 繰 り返 し超音 波洗浄 し、 さらに
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0．2M 　NaOH 中で超音波洗浄 した 後 、超 純水で 洗浄 し、凍結乾燥 し た。そ の 後、ス テ ン レ ス 乳

鉢を用 い て粉砕 し 、 粉砕骨試料をプ ラ ス チ ッ クチ ュ
ーブ に入れ、O．6MHCI に よ っ て脱灰 した 。

内容物 を遠心分離し、酸に不 溶 な脱灰成分は O．IMNaOH 処 理 を行 っ た 後、酸性 に戻 し て か ら

凍結 乾燥 した 。 その 後、弱酸性 の 温水 （80℃ ） で
一

晩ゼ ラチ ン 抽 出 して遠心 分離 し、上澄み

液を分離 して凍結乾燥 し、ゼ ラチ ン 成分を得た。骨試料か ら抽出 したゼ ラチ ン成分は ガラ ス

管に真空 封管 して 加 熱 （850℃ ，4hr＞ し 、　 CO2 、　 N2 を真空 ライ ン にて 精製 し、　 CO2 の
一

部 は水

素還 元法に よ りグラフ ァ イ ト化 して 、名 古屋 大学年代測 定総合研 究セ ン ターの 加速器 質量分

析 計 （HVEE ）によ っ て
14C

年 代測 定を行 っ た 。
　CO2 の

一
部 と N2 は気 体用質量分析計 （Finnigan

MAT −252）に よ り炭 素 ・窒素安定 同位体比 を測定 した 。

　
一方 、 粉砕骨試料に 5％酢酸 を加 えて リ

ー
チ ン グを行 い 、続成作用 で 生 じた炭 酸塩を除去

した後 、 酢酸不 溶成分を 825℃ （8hr）で 灰化 した。灰化 した試料 を硝酸 に溶解 し、乾固後 2．4M

HC1 に溶解 した 後、陽イ オ ン 交換カ ラ ム （AG50WX8 ） で Srフ ラ クシ ョ ン を分離し 、 名古屋

大学大学院環境学研 究科の 表 面電離型質 量分析 計 （VG 　Sector−54）に よっ て
87Sr186Sr

同位体比

測定 を行 っ た。

【結果】

　表 1 に由比 ヶ 浜南遺跡の 単体埋葬墓 か ら出土 し た人骨 、お よび人骨獣骨混合埋 葬墓 か ら出

土 した人 骨 、 表 2 に 中世集団墓地遺跡 の 集積埋 葬墓か ら出土 した 人骨 の δ　
13C

値 ・δ
15N

値 、

14C
年代、

87Srfs6Sr
同位体比 の 結果 を示 す。

14C
年代 の 誤差 は 20 、

87Sr
／
86Sr

同位体比 の 誤差は

2 σ で 示 した。 δ　
13C

　・δ
15N

の 誤 差は ± O．1％・ で あ る。
14C

較正 年代 は INTCALO4 を用 い て 算出

した 。 ま た 、 由比 ヶ 浜 南遺跡の 人 骨獣骨 混合埋 葬墓 か ら出土 した 獣骨 の δ
13C

値 ・δ
15N

値 、

14C
年代、

87Srf86Sr
同位 体比 の 結果 を表 3 に 示 す。クジ ラ 、イル カ骨 の

14C
較正 年代は MARINEO4

を用 い て算出 した 。

δ
13C ・δ

ノ5
／ゾ　

14C

　 由比 ヶ 浜 南遺跡 、中世集 団墓 地遺跡 か ら出土 した人 骨試料の 間で 、炭素
・窒素同位体比 の

違 い は見 られ なか っ た が、年代 に 関 して は 、 中世集団墓地 遺跡 の 人骨 の 方 が 由比 ヶ 浜 南遺跡

の 人骨 よ りも約 100 年古 く、5 試料が 同 じ年代 （鎌 倉時代初期の 年代） を示 す傾 向が見 られ

た （図 2）。
い ずれ の 人骨試料 も鎌 倉幕 府終焉 よ り古 い

i
℃ 年代を示 して い る 。 由比 ヶ 浜 は海

に面 して い るた め、こ の 地域 に住む 人 達 は海産物 を食 してお り、 海 洋 リザーバ ー
効果に よ り 、

得 られ た骨 の
且

℃ 年代 が実 際 の 年代 よ り 占い 可 能性 が考 えられ る 。 図 3 に本研 究で分析 した

人骨 、 獣骨の δ
13C ・δ

15N
を 、 食物の 代表値 （コ ラ

ーゲ ン の 値に換算 ； δ　
13C

で ＋4．5％・ 、 δ
ISN

で t3 　．4　900；Ybncdaε’磁 （2004）か ら引用） とともに プ ロ ッ トした 。
こ の 図 か ら 、 由比 ヶ 浜地域
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表 1　由比 ヶ 浜南遺跡 か ら出土 した人骨 の δ
BC ・δ　

ISN
、

］4C
年 代、

57Srf86Sr
同位体比

試料 番号 δ　C

（％，）
N　 　 C年 代 　 機 関 番 号

（％。）　　 （BP）　　（NUTA2 −）
較 正 年 代

（cal　AD ）

Sr／　Sr

由比 ヶ 浜 南遺跡　単体埋 葬墓か ら出土 した 人骨

　 　 315 −100 　　　 　　−18 ．2 　　 113 　　767 ± 30

315 −150

315 −205

315 −249B

315 −255

315 −255 −2

315 −272

315−1030A

315−1070

315−1093

315 −5654

10189

一19 ．8　　 10 ．1　　676 ± 31　 10190

一17．7 　　 9．9　　695 ± 30 　10191

一19．6　　 10．0　　684 ± 30 　10192

一18 ．9★

一23．2★

一18 ，9

714 ± 30 　 10193

724 ± 31　 10222

780 ± 31　　10194

一20．7★
　　10．4　　829 ± 31　　10207

一22．5★
　　10．4　　680 ±31　　10198

一18．4　　　10．5　　706 ±31　　10199

一18 ．4 739 ± 30 　 102QO

722 ± 31　 10213

1251 −1276 （72 ，9％ ）　0．709034 ± 13

1239 −1248 （10 ．4010）
1227 −1233 （10．40fe）

1280 −1302 （62 ．9％ ）　0．708962 ± 14

1366 −1383 （37 ，1％ ）

1274 −1298 （88．1％）　0．708846 ± 26
1372 −1378 （11 ．9％ ）

1277 −1300 （72．3％）　0．708969 ± 14

1368 −1381 （27．7％）

1268 −1291 （100 ％ ）　 0．708998 ± 14

1265 −1288 （10096）
1265 −1289 （100 ％ ）

1225 −1268 （100％）　0．708960 ± 17

1206 −1255　（81．6％ ）　0．708857 ± 16
1186 −1200 　（18 ．4％ ）

1278 −1301 （67．5％）　0．709041 ± 16

1367 −1382 （32．5e／e）

1269 −1296 （100％）　 0、708956 ± 14

1259 −1284 （100 ％ ）　 0．708856 ± 14

1265 −1289 （100yo）

由比 ケ 浜 南遺跡

　 　 　 43−20744C

−10444C

−12144C

−147

270 −51270

−55

人骨獣 骨混合埋葬墓か ら出土 した人骨

一19，3　　　9．1　　 787 ±32 　1C497

一19 ．2　　　8．7 　　 792 ± 32 　10498

一18 ．7 　　　7，6 　　 804 ± 32 　10499

一17 ．8　　　8．3　　 767 ± 32 　10503

一19 ．2　　　9．1　　 726 ± 32 　10504

−19．2　　　8．9　　 788 ±32 　10505

1224 −1264 （100 ％）　0．708860 ± 16

1222 −1263 　（100 ％ ）　0．709005 ± 14

1217 −1261 　（100 ％ ）　0．708845 ± 14

1227 −1233 　（12 ．3 ％）　0．708838 ± 14

1239 −1276 　（87．7％）

1263 −1288 　（100 ％ ）　0．708993 ± 14

1223 −1264 　（100 ％）　0．709031 ± 17

表 2　中世集団 墓地遺跡 か ら出土 した人骨 の δ
13C ・δ

15N
、

14C
年代 、　

s7Sr
！
s6Sr

同位 体比

試 料番号 　

）

℃

臨

δ

（

　

ラ

胴

儡

C年代　機関番号

（BP ）　　（NUTA2
−
）

較正 年代

（cal　AD ）

Sr／　Sr

1号集積 ・83

3号集積 ・117

4号集積 ・160

6号集積 ・210

7号 集積 ・23

一19．4　　　9．5　　859 ± 30 　10201 　 1160 −1218 　（100％ ）　0．708836 ± 16

一19．6　　10．9　　884± 3310202 　1153 −1212 　（71．5％）　0．708800 ± 16

　　　　 ユ052 −1080 　（26 ．8％）

　　　　 1129 一τ131　（0．16e／o ）

一19．1　　 10．7　　864 ± 30 　 10205

一16．6　　　8．8　　889 ± 31　 10206

一19．19 ．1　　 864 ± 31　 10197

1157 −1218 　（100 ％ ）　0，708891 ± 16

1152 −1209 （62、0％ ）0．708574 ± 14

1127 −1135 　（0．63％ ）

1051 −1081　（31．7％ ）

1156 −1220 （100％ ）　0．708938 ± 16
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表 3　由 比 ヶ 浜南遺跡か ら出土 した 獣骨 の δ　
i3C ・δ　

lsN
、

14C
年代、　

ts7Srf86Sr
同位体比

C　 　 　 N

（％。）　 　 （％。）

C年代　 機関番号

（BP）　　（NU丁A2 −）

較正 年 代

（cal　AD ）

Sr／ Sr

た　イルカ椎骨

た　 クジラ椎骨

た一105　ウ シ上 腕 骨 （右）

44C −14　 ウシ寛骨 （左）

1018 　イヌ胸椎 ＋ 腰椎

270−A18 ウマ 寛骨 （左）

43−143　 ウマ 寛骨 （右 ）

5385 　イ ル カ 頭 蓋骨

5385 −44　ウシ寛骨 （右）

5685 −7　イルカ頭蓋骨

一11．8　　 13．8　　1395± 33　 10483

−12．3　　 13，0　　 1350 ± 32 　 10484

−16．3　　　5．6　　　7∠ト9 ±33　　10486

−16．8　　　6．4 　　　702 ±32　　10487

−15．9　　 11．2　　 928 ±33　　10488

−15．9　　　11，2　　　934 ± 32　　10489

−16．8　　　3．9　　　793 ± 32　　10490

−14．0　　　13．5　　　1426 ± 32　　10491

−16．8　　　Ze 　　　682 ±33　　10495

−129 　　　11．3　　 1279 ± 33　 10496

976−1048 　（100 ％）　　0．709031 ± 14

1011 −1094 　（100％ ）　0．709018 ± 14

1229 −1231　（1．4％）　 0．708505 ：ヒ16

1243 −1246 　（4．2％）

1251 −1284 　（94．3％ ）

1270 −1297 　（95．0％ ）0．708399 ± 16

1373 −1376 　（5，0％）

1042 −1159 　（17．0％ ）O．708981 ± 13

1063 −1106 　（44．2％ ）

1117 −1155 　（38．8％

1039 −1054 　（16 ．4 ％ ）0．708707 ± 16

1078 −1153 　（83．6％ ）

1222 −1263 （100 ％）　O．708649 ± 14

946 −1026 　（100 ％ ）　　0．708870 ± 14

1277 −1301　（67．2％ ＞O．708664 ± 16

1367 −1382 　（32．8％ ）

1073 −1168 　（100 ％）　0．708903± 17

図 2　由比 ヶ浜南遺跡 、 中世集団墓地遺跡か ら出土 した 人骨の
且4C

較正年代
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に埋 葬 され て い る人 達 は植 物 だけ でな く 、 海産 物 も食 して い た こ とが 強 く示 唆 され る。仮 に

海産物 を 30％の 割合で 摂取 して い た と考えた 場合、海洋 リザーバ ー
効果の 補正 を行な うと 、

1
℃ 年代は 50 年程度若 返 るた め 、由比 ヶ 浜 南遺跡 の 人骨 が鎌倉時代終焉期の 年代をも つ 可 能

性 も考え られ る （図 4）。今後、中世鎌倉 の 人達 の 食生活を調べ る と とも に 、骨ゼ ラチ ン 中の

炭素
・窒素含有量を測定 し 、 そ の 巌素 ・窒素含有量 と δ　

13C
値 ・δ

15N
値の 結 果 か ら、中世鎌

倉の 人達 が海産 物を摂取 し て い た割合 を求 め る こ とが重要 な課 題で ある 。

　 と こ ろで 、由比 ヶ 浜南遺跡 の 人骨 と中世集 団墓地遺跡 の 人 骨 の 問 で炭素 ・窒素同位 体比 の

違い は見 られず 、中世集団墓地遺跡 の 人 骨だ けに海洋 リザーバ ー
効果が強 く あ らわ れ る とい う

の は 考え難 い た め、中世集 団墓 地遺跡 の 人 骨は大部分の 由比 ヶ 浜 南遺跡の 人骨 よ りも約 100

年 古い の は確 か で あ る と考え られ る。また、由比 ヶ 浜南遺跡 の 人 骨は 同 じ年代を示 す も の が

多い が、中世集 団墓 地遺跡 の 人 骨に 比 べ て 、 示す年代幅が比 較的広 い 。 こ の 結果 は 、中世集

団墓 地遺跡 はあ る集 中 した時期 に埋葬地 と して使 われた の に対 し、由比 ヶ 浜南遺跡は 、長 期

間埋 葬地 と し て 使 わ れた こ とを示 唆 し て い る 。
こ れ らの 遺跡間の 年代、特徴 の 違い に関 して

は今度 、 分析骨試料数を増や し、慎重に議 論 を詰 め て い く必 要が あ る。
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図 3　 由比 ヶ 浜南遺跡 、中世集 団墓地遺跡人 骨 の δ
BC ・δ　

15N
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s7Sr
！
86Sr

　 M（．
u一

此

　図 4 に
87Sr

！
86Sr

同位体比 の 結果 を示す 。

87Sr
！
86Sr

同位体比 に 関し て は 、 由比 ヶ 浜 南遺跡の 人

骨 の 方 が中 世集団墓地遺跡 の 人 骨 の 値 よ り高い 値 を示 した。獣骨 は個体 ご とに 大き く異 なる

値を示 した。骨 の
87Sr

！
86Sr

比 は、そ の 動物 が死 ん だ頃に住ん で い た土地 の 地質を反 映す る と

言われ て い る 。 得 られ た結果 は 、 由比 ヶ 浜 南遺跡 と中 世集 団墓地遺跡に埋葬 されて い る人の

住ん で い た場所 が異 なる可能性を示 し て い る。 しか し、人骨 の
87Sr186Sr

比 が ク ジ ラ 、 イ ル カ

と い っ た海獣骨 の 示 す値 と同 じで あ り、人 と同 じ土 地 に住ん で い た と思われ る ウシ
、 ウマ が

示 す値 とは異な っ て い る点、海獣骨の
87Sr186Sr

比 が 海水 の
87Sr186Sr

比 よ り低い 点な どか ら、骨

中の Srは 周 りの 土壌、水 の Sr と置換 して しま っ て い て 、食物 由来の Sr の 情報 が か き消 され

て しま っ て い る可能性 も考 え られ る 。今 後 、同
一

個体 の 骨 と歯の
87Sr186Sr

比 を測定 し て 比 較

する と と もに 、Sr／Ca 濃度比 な ど、続成作用 の程度 を見積もる こ とが必 要で あ る。
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図 4　由比 ヶ浜南遺跡人骨 ・獣骨、中世集団墓地遺跡人 骨の
B7Sr

！
s6Sr

同位体比
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Geochemical  study  on  human  and  animal  bones excavated  from  the
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                          and  Keigo Hoshino2
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3) Faculty ofIntegrated  Cultures and  Humanities, University of  East Asia, Yamaguchi  751-8503

   During the past several  decades, many  medieval  skeletons  were  excavated  from archaeological

sites in the Yuigahama  area,  Kamakura,  Japan. The  excavations  yielded more  than  5,OOO individuals

in varying  states  of  preservation from the  Zaimokuza, Seiyokan, YUigahama-minami and  Chusei

Shudan Bochi sites. Medieval Kamakura  was  an  ancient  capital  ofthe  Kamakura  Shogunate, and  a lot

ofpeople  lived in Kamakura with  high population density. The human skeletons  excavated  from the

Zaimokuza  site  are  reported  to be humans  dead by competition  at the end  ofthe  Kamakura  Shogunate,

but a detailed study  on  dating of  the human skeletons  has not  made  yet. In this study,  we  measured  
i4C

ages,  together with  carbon  and  nitrogen  isotope ratios, ofhuman  skeletal  remains  excavated  from the

Ytiigahama-minami site  and  Chusei Shudan  Bochi site.  The 6i3C and  6i5N  were  not  different

between human  skeletal  samples  ofboth  sites, while  the 
i4C

 ages  were  different between them:  The

human  bones of  the YUigahama-minami site are  100 year  younger  than those of  the medieval

colleetive-cemetery  site. All efages  of  human  skeletons  from both of  the sites are  older  than  the latest

Kamakura  period. The  6 i3C  and  6 iSN  values  of  the medieval  Kamakura  people are  higher than  those

of  terrestrial mammals,  indicating that they  exploited  some  amount  of  marine  fish and/or  mammals

with  higher 6 i3C  and  6 i5N  as protein sources.  Therefore, the i4C  ages  obtained  for huinan skeletons

ceuld  be order  than the true ages.

   
87Sr186Sr

 isotopic ratios  of  human  skeletons  of  the Yuigahama-minami  site tend  to be higher than

those of  the Chusei Shudan Bochi site, Soils, plants and  animals  feeding on  them  in a given locality

have 87Sr186Sr  values  that generally mirror  underlying  bedreck composition,  and  thus 
S7Sr186Sr

 ratios of

human  skeletons  are  useful  tools fbr assessing  migration  in prehistory. The  result  obtained  in this

study  suggests  that YLiigahama-minami humans and  Chusei Shudan Bochi humas lived in different

areas.  More  skeleton  samples  should  be analyzed  for deterrnining detailed i4C
 ages  of  humans

excavated  from  the YUigahama  sites, and  for estimating  migration  of  prehistory of  the medieval

Kamakura  humans.
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